




【プログラム】



　


企画講師／／石隈　利紀　 先生：筑波大学大学院人間総合科学研究科教授


田村　節子   先生：明治学院大学准教授


上村　惠津子 先生：信州大学准教授　　





講師ご紹介（ご出講順）








№０９４２０











�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
７


月


29


日�
10:00～12:00�
講義　苦戦する子どもへのチーム援助：


カウンセリング・コンサルテーション・


コーディネーションの考え方と実践モデル�
石隈　利紀�
�
�
昼　　　　食（各自でおとりください）�
�
�
13:00～16:00�
講義と実習　コーディネーターのスキル：


　　　　価値観・立場の違う人と一緒に援助を行う方法�
石隈　利紀�
�
7


月


30


日�
10:00～12:00�
講義と実習　チーム援助のスキルアップ１：


「教師と保護者」の面談を活かすために�
田村　節子


  上村　惠津子�
�
�
　　　　　　　　　　　　　 昼　　　　食（各自でおとりください）�
�
�
13:00～16:00�
講義と実習　チーム援助のスキルアップ２：


保護者がチーム援助のパートナーになるために�
田村　節子


  上村　惠津子�
�






学校教育講座２








不登校・非行・いじめ、発達障害に関する問題などで、苦戦する子どもが増えています。そして多様な価値観や教育観のなかで、保護者・教師・相談員も苦戦しています。私たち、子どもの援助者は、子どもの環境や問題状況を作っている者として、子どもの苦戦の「当事者」です。当事者としての痛みを感じながら、子どもの援助を行うことや援助者同士がつながることは、大きなチャレンジです。


また「モンスターペアレント」という言葉をよく耳にします。保護者は「モンスター」ではありません。この用語は、学校と家庭のコミュニケーションをもう少し上手にする必要性があるという警告と受け取れます。


本講座では、学校心理学の立場から、チーム援助とコーディネーションの実践について基本的な考えを紹介し、チーム援助の実習を通してスキルアップをめざします。とくに、「校内委員会の作り方・進め方・活かし方」「教師と保護者の面談」「コーディネーター（スクールカウンセラー）と保護者の面接」に焦点をあてます。


特別支援教育のコーディネーター、教育相談・生徒指導担当の先生方、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーはじめ、子どもの援助にかかわる教育、福祉、医療の関係者、大学院生のご参加をお待ちしています。チーム援助に関する実践と研究から豊かな知恵をお持ちの田村節子さんと上村惠津子さんと共に、「気づき」と「笑い」のあるワークショップにしたいと思います。


【企画：筑波大学大学院人間総合科学研究科 教授　石隈　利紀（学校心理士）】














期　日	：２００９年 7月２９日（水）～３０日（木）


受講対象 ： 特別支援教育のコーディネーター、教育相談・生徒指導担当の先生方、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー、子どもの援助に関わる教育、福祉、医療の関係者、大学院生


定　員	：１２０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


会　場	：明治安田こころの健康財団講義室


（東京都豊島区高田３－１９－１０　　　03-3986-7021）


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車、徒歩約７分


           











「チーム援助」のスキルアップ講座


  ～保護者や教師とうまくつながるスキルに焦点をあてて～





｢学校心理士」研修会単位承認番号B-09-062











